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研究成果の概要（和文）：本研究は、開発途上国であるマラウイ、ガーナ、ウガンダにおいて、英語と算数の基
礎学力を測定するテストを開発することを目的とした。各国の小学校5年生と6年生約900名に英語テストと算数
テストを2度実施した。1度目と2度目に実施された児童は異なっていた。古典的テスト理論と項目反応理論を用
いて、項目困難度や項目識別度などテストの信頼性と妥当性を分析した。また、1年間の学力の伸びを推定し
た。その結果、英語では60問を作成し、2つのテスト版が完成した。算数では62問を作成し、同様に2つのテスト
版を完成することができた。また、学力の伸びから、各国の状況に合わせた指導方法を示唆することができた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop tests to measure basic skills in English and 
mathematics in developing countries, specifically Malawi, Ghana, and Uganda. During the research 
period, English and mathematics tests were administered twice to approximately 900 grades 5 and 6 
students in each country. Different students took the tests in the first and second rounds. Using 
classical test theory and item response theory, the reliability and validity of the tests were 
analyzed by examining item difficulty and item discrimination. Additionally, the growth in academic 
skills over one year was estimated. As a result, 60 questions were developed for the English tests, 
resulting in two test versions. Similarly, 62 questions were developed for the mathematics tests, 
which resulted in two test versions. The study also provided suggestions for teaching methods 
tailored to the conditions in each country based on the observed growth in academic skills.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、開発途上国における項目反応理論を用いたテスト開発の先駆けとなる。また、文化圏が似てい
る英語圏アフリカで実用可能なテスト問題の開発において、問題項目を作成する際にカリキュラムや教科書の国
際比較を行う。同じ内容でも習得する学年が異なるなど、各国の状況を比較検討することができる。本研究は、
実用性が高く、基礎学力の定着や向上に大きく貢献することができる。開発したテストを用いて学力を継続的に
適切に測定することができ、その結果を用いて、学力や学力の伸びに影響を与える児童、教員、学校の要因の分
析、カリキュラムや教科書の開発、教員の指導方法の開発に役立つことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2030 年までに解決すべき課題として、持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals: 

SDGs)が採択された。目標 4 に、教育分野の目標が明記されており、「2030 年までに男女区別な
く，すべての子どもが無償かつ公正で質の高い初等教育及び中等教育を修了」、「2030 年までに
全ての若者と大多数の成人が読み書き及び基礎的計算能力を身につけるようにする」とあり、
「適切かつ有効な学習成果をもたらす」が強調されている。つまり、初等教育及び中等教育にお
いて、確実な学力の成果が求められている。 

学力は、多くの場合、テストで測定されている。先進国では、初等・中等教育における学力を
測定するテストは開発が進んでいるが、開発途上国における学力調査は、一部の大規模学力調査
を除いては、項目反応理論を適切に活用されておらず、これらの問題項目も公開されていない。 

これまで実施されてきた多くの学力調査は、ある時期にある児童にテストを実施して、学力を
測定する、いわゆる、一時的な学力の測定である。本来ならば、同じ児童にテストを何度か実施
し、学力が身に付いているか、つまり、学力が伸びたかどうかを測定することが重要である。開
発途上国において、学力の伸びを推定した研究は、ほとんどない。よって、開発途上国において
も、米国など先進国と同様に、一時的に測定した学力だけで学力の成果だけではなく、学力の伸
びについても測定し、学力について議論する必要がある。 

 

２．研究の目的 

研究の目的は、開発途上国における児童の学力向上のために、(1)学力を測定するテストを項
目反応理論に基づいて、開発すること、(2)開発したテストを実際に使用し、学力を測定し分析
すること、(3)学力を継続的に測定し、学力の伸びを測定し分析することである。 

 2030 年までに到達すべき目標である持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals: 

SDGs)に、学力の向上が強調されている。学力は、多くの場合、テストを用いて測定されている
が、既存するテストは開発途上国の実情に即していないために、学力が適切に測定されていると
は言い難い。本研究は、先進国と同様な水準で、テスト理論の項目反応理論に基づき、開発途上
国のテスト問題項目を開発し、継続的に学力を測定し、分析することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究では、サブサハラ・アフリカの英語圏の 3 ヶ国、ウガンダ、ガーナ、マラウイを対象と
した。この 3 ヶ国は、学力と地域で選択しており、上位・東アフリカ(ウガンダ)、中位・西アフ
リカ(ガーナ)、下位・東南アフリカ(マラウイ)であった。図 1 に示すように、研究を遂行した。 
 

 
図 1 テスト開発の流れ 

 
(1) 3 ヶ国のカリキュラムや教科書、テスト問題などを入手し、カリキュラムと教科書の国際比

較をし、同じ内容でもどの学年で習得するような設計になっているかなど分析した。基礎学
力を測定することができる問題項目を各教科 100 項目ほど作成した(項目バンクの作成)。 

(2) 作成した項目バンク内の項目を用い、仮のテスト版を 2 つ(テスト A とテスト B)を作成し、
1 回目のテストを実施した。1 科目のテスト問題数は 40 項目とした。テスト A とテスト B は
全く異なる項目で作成した。テスト A をマラウイとウガンダの 5 年生と 6 年生の約 900 名
に実施した。テスト Bをガーナの 5 年生と 6年生に実施した。１回目のテストは、マラウイ



とガーナは学期の初め、ウガンダは 2学期の中間に実施した。 
(3) 得られたデータを基礎分析と呼ばれる 3つの分析(テスト版分析、項目分析、トレースライ

ンによる分析(GP 分析))を行った。また、項目反応理論を用い、各項目のパラメータ(困難
度と識別度)を推定した。 

(4) 次に、2回目のテストは、同じテストを用い、学力が同等であるが 1 回目で実施しなかった
学校において、実施した。マラウイとガーナは学期の終わりに実施した。ウガンダは 1年後
の 2学期の中間に実施した。これは、1 年間の学力の伸びを測定するためであった。 

(5) 得られたデータを 1回目のテストと同様に分析した。 
(6) 1回目のデータと 2回目のデータを統合し、項目反応理論を用いて、学力の伸びを推定した。 
 
４．研究成果 
 研究成果は、以下である。 
(1) クロンバックα 

・ 英語テスト A：α = 0.926 
・ 英語テスト B：α = 0.917 
・ 算数テスト A：α = 0.837 
・ 算数テスト B：α = 0.852 
十分な信頼性があると判断した。 

(2) トレースライン分析 
例として、英語テスト Aの問題項目 36 と英語テスト B の問題項目 27 を例に示す。 

(3) 項目反応理論(IRT)：項目困難度と項目識別力の推定 

 



(4) 各国の学年別の学力分布 

(5) 学力の伸び 
マラウイとガーナの学力の伸びを以下に示す。マラウイでは、それほど学力の伸びが見られな
かったが、ガーナでは学力の伸びが見られた。 

マラウイの学力の伸び 

 
ガーナの学力の伸び 

 
まとめ 
・ 各国のカリキュラムから共通する「国際カリキュラム」を作成して、テスト開発を行った。 

➢ ほとんどの問題項目は三カ国で類似の解答傾向であったが、国によって異なる解答傾
向を示す問題項目もあり、各国の解答傾向に応じて、正答に至るまでのプロセスを指
導していく必要があることが示唆された。 

・ 各国の学力に応じてテスト版を 2 種類作成し、同時推定による手法を用い、学力尺度を等
化した。 
➢ 大規模学力調査は、どの国においても同じテストを用いて学力を測定しているが、本

研究では国によって学力の差があることを考慮した複数のテストを用いる方法を示し
た。 

・ 多母集団 IRTモデルを用い、各国学年別に能力値分布を推定し、能力値平均を比較し、効果
量を示したことである、特に、5 年生と 6 年生に同じテストを実施し、「学年間での学力の
差」を示した。 
➢ 「学年間での学力の差」は、カリキュラムの到達度をある程度反映したものであるこ

とから、今後も学力の差の指標を得ることが学力向上には重要であり、そのためには
IRTによる標準化テストが継続的に必要であることが示唆された。 

・ 1 回目のテストを実施し、約 1年後に、同じテスト版を使用し、学力がほとんど同じ生徒で
あるが異なる生徒にテストを実施することで、1年間の学力の伸びを推定した。 
➢ 学力の伸びがほとんど見られなかった国ではその理由を明らかにして、学力が伸びる

ように指導体制を検討していく必要性が示唆された。 
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